
圏L、．

レ

」．

199

㌧一、φ「廓戸》軸り・桝ゾ》》｝侮い～曾毎・鴨♂暫》｝轡》㌦西♂圃㌔｛‘納》臼馬・㌦簡♂〕“》一》㌦嚇一bノ｝。妬“㌔冴》｝㌔碑》・》｝一》，》卿｝叩一》㌣一鴨副｝婦門♂㌦～｝亀婦》｝ヤ噛》一》覧 遵，

大

一天　保　七，八

心・桝婦叩一》錦一噂量ゲ婦四“一｝㍗φで㌔西φ叫酋ψ、〆｝一》㌔‘h》嶋婦醐》㌦榊♂一も・卵げ｝口》’、“鴨♂㌦桝』碑》蝉りず｝㌦僻♂～’㌔φ一㌔～〆》噌婦閃♂膚》㌔《・φ費げ’》馴》㍉♂’㌔〆》》》、鱒》W》殉》悔・

　昔の人でその時々の気象を記

したものは少くないが，大森氏

のよ5に特殊な記号を用いてい

るものは極めて珍しい．それは

丁度今日行われている天気記号

森氏の気象記事　　 ㌦・鷺難
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の前駈ともい5べき独創的なものであるので，ここにそ

れを紹介したい．

　先ず氏の略歴を述べると，氏は出雲国（島根県）大塚

の村人で明和八年（西紀1771年）に生れ，幼名を弥市郎

といい初め絵画を学び，後江戸に上り心学と医術を修め

て帰国し医を開業し，元碩と称し後泰輔と改め剃髪して

今日庵と号したが，別に不明堂，三樂，是空等とも号し

た，かって大阪にも遊んだことがある，安政四年（西紀

1857年）八十七才を以て残し法名を不明堂是室三樂庵主

とい5，著すところ三十余種類の多きに及んでいるが，

中でも雷公解疑，地震論，世界四却之読等が注意をひく．

　さて氏は天保七年（西紀1836年）のいわゆる申歳の飢

饒を経験し，將来のいましめのために同年及び翌年のニ

カ年間の毎日の天気を次の如き記号を用いて記してい
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第8図　北上山地北祁の無霜地帯の高度の頻度

　　海抜200～300米の所に最も多い

非常に急速に減捗する．この期間で牧量が亭均気温でな

しに最低気温に支配されるとい・うことは，この期聞で稻

がい⇒・に温度に対して敏感であるかを物語っている・

　一方減数分裂期について同様の図（第5図）を作ると

この方は観測点がばらついて一義的な結果が出ない．こ

のことは幼穂形威期は各個体でほとんど同時に起るが減

数分裂期の方はバラバラに起る為であろ弓とい弓．（新

潟大学木戸教授の読）

　2．凶作と地形
　凶作の分布に地形の影響が見られる，そのいちじるし「

い例は北上山地周辺である．第6図はその例で，北上肉
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傍に・その他の卑象例え鱈霰・霜・霧・膿洪水1噸
等があればその旨が言己され・またそれらの現象のあるも一喜灘

のにはその彊度時刻等まで付記されている・　　　・，』．憾灘

　そして年末には年間の天気日数を挙げていること，即己、藩繍．

ち晴，曇，風，雪，雷，霰霜等に分類統計し，その他遠』識葦．
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いることである・　・　　　　△礪
要するに氏は，毎日の気象を観測する1まかりでなも，』☆憲

その記号を発案し，更に分類統計作業を加えるといろ現項躍

代的処理を当時すでに行っていたとい5ことは注目に値　一．薫謹

しよう．　　　　　　　　　　　　　・　　　　、　　　・　ノ、・．澗

　絡りに本史料の所在について御教示をいただいた板愈　ナ嚢1

良氏並びに本文の御校閲をたまわった三宅賑をこ深騨．3、☆螺

意を表しまます．　　　　　　　　　（米子測候所）　　　．．藩鞍

地踊北帳嚇纏晩しているカ§，便宜上円玖批◇鋸
縮めてある．図に示した同心円は200米毎の等高線を示．』r瀦瀧

す・凶作年について蘇下醐殿糧を1とし済柾灘
毎の殿糧を・に対する＋分比で・1からの差を取1麟

り・すなわち・より大きい方を（＋1蜘方を（一）㌧鋸
して表わした．更にこの図上で各村の位置を海抜高度1と白、一1講

方位から求めて記入し，各村の位置に上記の各村め反当．ぎ誉鵜

牧量を記入して等値線を画いた・　　　　　　　　L　　蔑』彊毒

　大勢としては海抜の高い所ほど牧量が減っているが，　』懲

精しく見ると海抜200納外の高さの所に牧量が余㌧灘

悪くない地帯がある．’この地帯は北上山地をグルッと取』1繍．

巻いている．但し北東部分は高度が高くなっていて，灘呉覇

抜400米の辺りを通過している．　　　　　　　　　 ，嘆縄
　この方向は，凶作時に太李洋上から冷気を邊ってくる己・薪瀬

rヤマセ風」の流入叱当っている・’一一’能穣…
　このよろに北上山地を取り雀いて1　「いわゆる暖幣』ゾ騰1，「

Wafm　belt」の存在する・とい5こ≧は他の現象からも・、懸灘
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